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「なぞルール」見直しの
思考プロセス

モヤモヤをひもとくためのヒントは
“看護過程”にあり 
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ご予約・ご購入いただきましてありがとうございました。

■書籍の概要





皆さんの中には、

「どこかで見たことのある思考プロセスだ」

と思った方もいるかもしれません。

ここまでをみると…



1 

2 

3 

4 

5 

6 

本書で一貫して貫いた姿勢は、次のようなプロセスでした。

「なぞルール」検証のための思考プロセス02

 �7 

現象にまつわる情報を整理する

その現象の懸念されるリスクを挙げる

その現象に特定のパターンがあるかどうかを検討する

それらから導き出される現象に名前（ルール）をつける

そのルールが生まれた背景に⽬を向ける

実行可能な代替案を考える

やってみる

このプロセスを、

「看護過程」に

置き換えてみると……



「なぞルール」見直しのプロセスを、看護過程に置き換えると次のようになります。

対応する看護過程03

看護計画

実施

「なぞルール」

見直しのプロセスは

「看護過程」

そのもの！
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現象にまつわる情報を整理する

その現象の懸念されるリスクを挙げる

その現象に特定のパターンがあるかどうかを検討する

それらから導き出される現象に名前（ルール）をつける

そのルールが生まれた背景に⽬を向ける

実行可能な代替案を考える

やってみる

アセスメント
（情報収集）

看護診断



「なぞルールを見直す」というと、何かまったく新しい

特別なことをしなければならないように感じるかもしれ

ませんが、実は普段通りの視点を使って、自分たち自身

を含めた臨床現場を少し見直してみた結果生まれたのが

本書だったのです。

「なぞルール」の見直しは
特別なことではない
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本人も支援者も、知らず知らずの

うちに抱え込んでいたストレスや

無理が軽減されます。

心の負担が軽くなる�

形骸化したルールに縛られず、

本人主体の真に必要なケアへ注力

できるようになります。

よりよいケアの実現�

「なぜこのルールがあるのか」を

対話する文化が生まれ、安全で働

きやすい職場環境に育ちます。

現場の風通しが�
良くなる
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 「なぞルール」を見直すと、利⽤者さん

も、そしてあなた⾃⾝も、知らず知らずのう

ちに抱え込んでいた⼼の負荷がきっと⼩さ

くなっていくはずです。

見直しの先に生まれ
る変化と効果
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